
宮城県栗原市若柳で暮らしてから早４０年。今は

見慣れた風景ですが、山形県の庄内地方から嫁い

だ私には、我が家の高台から眺める平らな田んぼ

が、黄金色の海のように大きく、そして、見上げる

空は高くて広く、とても青く見えました。

嫁として、母として暮らしを紡ぎながら、地域の活

動に参加するうちに、一人娘が巣立ちしました。す

ると、なぜか以前よりも家が広くて、畑や田んぼが

遠くに感じられるようになりました。人生で幾度

も訪れる節目。その狭間で掃除もままならない

日々…

そんな折、出会ったのがグリーン・ツーリズムと

いう生き方。

家族や友人、お客様、そして季節の声が、農家民宿

と料理を通じて、聴こえるようになりました。

今は、たくさんのリピーターとサポーターに囲ま

れながら、生業に励む日々です。

どうぞ、我が家では気ままに “さざほざ”とお過ご

しください。
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ショッピング
　　センター

ジオマテック

コンビニエンス
　　　　ストア

倉
元

大久保窯

至 一関

至 花泉

至 市内築館・仙台

北

４

東
北
自
動
車
道

若柳金成ＩＣ

東
北
新
幹
線

有賀の里たかまった

ＪＲ東北新幹線「くりこま高原駅」下車、車で約１５分

ＪＲ東北本線「石越駅」下車、車で約１５分
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農家民宿と心の料理

〒989-5507　宮城県栗原市若柳有賀字峯６
TEL/FAX　０２２８（３２）５８５７
http://www.geocities.co.jp/SilkRoad-Forest/1910/

当主　千葉　　聰　　女将　千葉　静子

【名称】 農家民宿と心の料理 有賀の里たかまった

【当主】 千葉 聰（ちば さとし）

【女将】 千葉 静子（ちば しずこ）

【所在地】 〒９８９－５５０７ 宮城県栗原市若柳有賀字峯６

【宿泊】

定員／１室６名

料金／７，５６０円 /人（１泊２食）～

営業時間／チェックイン午後３時から

　　　　　チェックアウト午前１０時まで

【食事】

料金／１，６２０円 /人～

営業時間／１１：３０～１４：００（昼食）

　　　　　　　１８：００～２１：００（夕食）

【定休日】 農繁期

【予約】 宿泊・食事ともに完全予約制（３日前まで）
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